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 6 月 14 日（土）午後 2 時より前橋市総

合福祉会館で、標記のテーマで現職の倉林

順一さんのライフヒストリーをお伺いしま

した。中学一年の

入学式で倒れて

以来、闘病生活の

中で青春を過ご

しました。大学時

代に健康を取り

戻し、大泉高校で

教員生活をスタ

ート。松井田高校

では信頼関係を築けた生徒から「オラァ、

先生なんかでっぇ嫌ぇだ」と言われ、こ

れを機に、力ずくの指導は結局は信頼関

係を崩すだけと考え、生徒と共に生きる

決心をします。高市女に移り、廃校・転学

運動に遭遇、闘うことで生徒も教師も共に

成長でき

ることを

確認しま

す。お忙し

い方は、

22p の（4）

「間違いを

間違いだと

いえる人間

に」からお読みください。 

 尚、正確さを期すため加筆・訂正、付記

があります。 

1.闘病 5 年で高校卒業 

（1）療養専一に……………………………2p 

（2）教えることが分かること………………4p 

2.職場が私を育てた 

（1）若い仲間たちと………………………7p 

（2）「そういうんでいいんですか、先生」…9p 

3.グッドカンパニー 

（1）先生に「またやられた！」……………12p 

（2）「強い指導」の誘惑……………13p 

4.デリシャスカンパニー 

（1）男女共学のはずが………………14p 

（2）雨の中のデモ行進………………18p 

（3）理想的な学校って差別するの？ 19p 

（4）間違いを間違いだといえる人間に 22p 

5.民主主義が育て、民主主義が育った 26p 

〔付〕答辞全文………………………32p 



 

 2 

平野：市民学習会「戦後教育史を学ぶ」は

51 回目となりました。現職の倉林さんを

お迎えし、高崎市立女子高の高崎経済大

学付属高校への転学運動の中で生徒たち

がどのように育っていったかのお話を中

心にお伺いしていきます。まずは倉林さ

んがどのような経緯で教師の道をお選び

になったのかから伺っていこうと思いま

す。先生は高校を 5 年間かかってご卒業

したということでしたが、どういうこと

だったのでしょうか。 

 

1.闘病 5 年で高校卒業 

 

（1）療養専一に 

倉林：私は埼玉県児玉町（現本庄市）の町役

場の職員の長男として生まれました。 

父は海軍の職業軍人でしたが、戦争中に

静岡生まれの母と結婚し、戦争が終わっ

た時に横須賀から実家の児玉町に引き上

げて実家の近くに住みました。翌年に姉

が、２年後に私が生まれました。母は病

弱で、私を産んでから 10 年間、入退院を

繰り返す生活をしていましたから、小学

校に上がるまでは農業を営んでいる父の

実家に預けられる時間が多く、大家族の

中でにぎやかに暮らしていたので母のい

ない寂しさを感じることはあまりありま

せんでした。近くの小川で遊ぶのが大好

きで、シジミやタニシをとってくるとお

ばあちゃんが佃煮にしてくれました。川

普請のときには大人たちが引き揚げた後

で、石垣の間からウナギが出てくるのを

待っていました。私が見つけたウナギは

家に持って帰ると大人に食べられてしま

いました。夜になるといとこに連れられ

て火振り漁に行きました。大きいドジョ

ウが寝ているところを手製のヤスで突い

てとります。私の言い方にならって友達

は「おばあちゃあんちの川」と呼んでい

ましたが、この川も今はコンクリートで

固められてしまいました。 

 小学校２年生になるときに町中に引っ

越して学校も変わりました。４年生の時

に、手術を繰り返してやっと病状が安定

した母が帰ってきました。母自身が帰宅

を喜び、10 歳の私を膝に抱いてくれまし

た。私には母に抱き締めてほしいという

欲求はなかったのですが、母にとっては

必要なことだったのだろうと思います。

母は、この後は見違えるほど元気になっ

たのですが、それまでの闘病生活で散財

し、父や私たちに迷惑をかけたと言い続

けました。母は裕福な家に育ち、東京で

女学校生活、銀行員生活を楽しんだ人で、

田舎での農家の大家族との生活は神経を

遣ったようです。若いころ親しんだ讃美

歌や西洋の歌を歌ってくれました。父が

南方に行っていた時に歌ったという軍歌

も聞かせてくれました。私たち姉弟は母

が浸っていた文化をずいぶんと受け継い

でいます。優しい母でしたが、私は夜は

父と寝る習慣を変えませんでした。布団

に潜って父の体に包まれるようにしてい

ると安心でした。 

 小学校生活の中では図工と体育が好き 
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でした。スケッチブックに美空ひばりの

似顔絵や赤胴鈴之助の絵を描いて両親に

褒められたことを覚えています。歌を歌

うことも好きでした。作文は苦手で、い

つも母に手伝ってもらいました。自分で

は考えようとせず「次は」「次は」と言

って聞き書きしました。母も「自分で書

きなさい」とは言いませんでした。 

中学の入学式で目眩がして倒れました。

病院にいったら、即入院。結核でした。2

ヶ月ほど入院しましたが、幸いなことに

復帰できましたが、それ以来、大学まで

体育の授業に出たことはありません。こ

の入院のころから、自分自身の将来を意

識するようになりました。それは「夢を

持つ」というような意味ではなく、「大

人になれるのだろうか」「友達と一緒に

高校に行けるのだろうか」という不安の

ようなものがまとわる将来です。しかし、

特に体が痛いわけでもなく、動けない状

態でもないので、実際にはいたって普通

の暮らしをしていました。 

ところが、中学三年生の 1 月、再び体

調が悪くなり、高崎の国立病院に入院し

ました。咳や痰に悩まされるようになり

ました。 

平野：間近に受験が迫っていますね。 

倉林：外出許可を貰い、受験しました。合

格しましたが、入院中ですので、入学式

に出ただけで、あとは欠席です。担任が

「君は児玉から来ているのか。遠いから

大変だろうが頑張れよ」といってくれた

のを覚えています。 

平野：入院のことは言わなかったのです

か。 

倉林：私からは言いませんでした。父が担

任の先生に話したようです。 

平野：ところで、病院生活はどんな風でし

たか。 

倉林：碁打ちに専念していました。一緒に

生活した患者さんたちは私のような少年

はいませんで、オジサン・オバサンたち

ばかりでした。私は小さいときから父に

碁を教わっていましたのですぐに囲碁仲

間に参加しました。オジサンたちは私を

子供と思わずに喧嘩を売るようにして打

っていました。父親の棋風も入院患者の

棋風も同じように筋悪の喧嘩碁でした。

あとで大学に入った時も囲碁部にはいり

ましたが、先輩たちに「お前の碁は筋わ

るだ」と言われました。相手をとことん

追いつめていく碁打ちだったのです。 

15歳の中学三年生は小児科の患者でし

たが結核病棟に入れられました。ですか

ら、若い人は女子高生が一人だけでした。

勉強するような雰囲気はなく、ただ可愛

がられて、碁を打って過ごしていた感じ

です。父親が面会に来るたびに碁を打ち

ましたが、その度に置く石が少なくなっ

て行きました。父はそれがとても嬉しそ

うでしたね。 

平野：高校へ入学したのですから、教科書

は持っていたでしょ。 

倉林：父からの手紙に「療養専一に」とあ

りました。言いつけを守って、身に沁み

て勉強したことはありませんでしたね。
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それでも、3 ヶ月経ち、半年も経ちます

と、流石に不安が諦めに似たものに変わ

っていきました。結局、13 ヶ月入院し、

1 ヶ月ほど自宅療養して、翌年の 4 月か

ら再度一年生になりました。 

 

（2）教えることが分かること 

平野：年が一つ上なのは意識しましたか。 

倉林：そういう意識はありませんね。ただ、

授業についていけるかどうか、置いてか

れてしまうのではないかという不安はあ

りました。遅れているという意識の方が

強かったですね。 

平野：その後は順調だったのですか？ 

倉林：勉強についていけないかもしれな

いという不安は残りましたが、2 学期に

は美術部に入り、特に木炭デッサンに集

中できて、高校生活は楽しいものでした。

二年の夏休み、友達と海水浴へ出かける

までに回復していたのですが、これがい

けなかったようです。疲れからか咳が止

まらないのです。9 月にまた高崎の国立

病院の診察を受けました。気管支炎のよ

うな気がすると訴えたのですが、医者は

それは枝葉の問題だというのです。結核

の再発を疑っていたようです。しかし、

気管支造影をしました。当時は椅子に座

って上を向いた状態で喉から管を挿入す

るようなやり方でした。そこからバリウ

ムを流し込んでレントゲン撮影をするの

です。でも、喉の敏感な私は咳き込んで

しまって、失敗してしまいました。それ

で、専門医のいる前橋病院に移り、再度

造影を試み、今度は名医だったせいか成

功し、両肺に枝葉のように広がる気管支

に小豆粒のような拡張部分がいくつもく

っついているのが分かりました。しかし、

病気が両肺に及んでいたために手術は不

可能、抗生物質の投与でしのぐことにな

りました。この薬が劇的に効いたらしく、

翌 3月には退院、4月に復帰できました。 

平野：二年生を 2 度やることになったの

ですね。 

倉林：二度目の二年のころから私は英語

の勉強に興味をもつようになりました。

ただ、訳すのではなく文章を読んで、内

容を楽しむ習慣が身についたのです。モ

ームの「作家の手帳」の文章が気に入っ

ていました。「苦痛はそれが肉体に帰す

ると確信することで耐えることができ

る。」というのですが、ちょっとした支

えになっていました。理科は苦手で、さ

っぱりでした。釣りが好きでしたから、

将来は魚の研究でもと理系を目指そうと

いう思いもあったのですが、なにせ、数

学・理科が苦手なのと身体から考えて無

理と判断し、文系にしました。医者は理

系でも差し支えないといってはくれたの

ですが…。絵を描くことが好きでしたか

らそちらの方面も考えたのですが、高校

時の美術の先生に良いモデルを見出せな

かった（笑）ことも手伝って止めました。 

平野：いつごろ、教師になることを意識し

始めたのですか。 

倉林：二度目の二年生の時ですかね。英語

の文法の勉強をしているとき「他人が分
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かるまで教えられるように勉強すればよ

く理解できる」ということに気がついた

のです。それからはどういうふうに説明

すれば分かってもらえるかを意識して勉

強するようになりました。それが教師を

意識する最初だったと思います。 

ある国語の授業で先生が「けしからん

親がいる」と言い出したことがありまし

た。三者面談の際、ある母親が「先生！

ウチの子は頭が悪いんで教師にでもしよ

うかと思うんですが…」と言ったという

ので憤慨していました（大笑）。当時は理

系なら工学部、文系なら法学部がステー

タスの時代だったんですね。 

平野：ご家庭では教師を選ぶことに不満

はなかったのですか。 

倉林：ありませんでした。母親は自分が病

弱だったこともあって「私のせいでお前

が苦労して…申し訳ない」の一点張り、

父親からの注文はただ早く身体を直せと

いうことだけでした。私自身、机に向か

ってする仕事や営業のような仕事にたい

する意欲はありませんでした。 

平野：卒業に際して進路選択はどうした

のですか。 

倉林：経済的余裕があるわけではなかっ

たので、授業料の安い国・公立ネライで

した。しかし、見事に 1 期・2 期とも落

ちて 1 年間浪人します。その間、いろい

ろアルバイトをしています。本庄市でア

ンケート調査の集計をする社会調査研究

所、薬局事務、高校受験生の家庭教師な

どをしました。 

平野：で、いよいよ受験… 

倉林：数学はだいぶ分かるようになって

いましたが、どうしても理科がダメでし

た。それで、理科を選択しなくても済む

大学として絞り込んだのが横浜市立大学

文理学部だったのです。 

平野：70 年ですから、大学紛争で東大の

入試がなくなり、受験生が横浜に流れた

ときでもあったのですね。で、どうして、

教師を目指したのか…。 

倉林：ゆくゆくは家へ戻って両親と一緒

に暮らそうと考えていました。姉は結婚

して家を離れていましたし、長男でもあ

ったので…。事務には向かないと思って

いましたし、教員かなと考えていました

ね。 

 

（3）四年次に 69 単位＋卒論 12 単位 

平野：大学生活はいかがでしたか。 

倉林：美術部へ入ろうと思ったのですが、

木炭デッサンは余りしないようなので止

め、囲碁部に入りました。喧嘩碁でした

ので前にも言いましたが「スジが悪い」

と見破られました。 

平野：サークル活動中心の大学生活だっ

たのですか。 

倉林：私の入った寮は東京湾に面した金

沢八景の漁師町にありました。今は埋め

立てられて、金沢八景島シーパラダイス

になっていますが、大学なんか行く気に

ならないほど素晴しい環境でした。私は

元々釣り好き、季節ごとにいろいろな魚

が釣れる防波堤に通い詰めていました。
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夏になると大潮の日の干潮の時刻に海に

出ると、いつもは海の底にあった岩が出

てきてその裏に手を入れるとイシガニが

とれました。軍手を指先が余る程度には

めて手を入れると蟹が指先を挟みます。

そこでゆっくりと引き出します。甲羅が

手の甲くらいの大きさで、ハサミの肉は

少ないのですが、

茹でると味噌がう

まい。寮の庭でビ

ールをのみながら

食べました。秋は

アジやサバが群れ

をなして回遊して

きます。針をたく

さんつけたさびき

仕掛けで一度に何

匹も釣ります。春先のウミタナゴ釣りは

ほとんどヘラブナ釣りと同じで、私にと

っては馴れたものでした。学校どころで

はありません。（笑）朝に夕に釣り三昧。

それに、夜眠っていると、先輩が耳元で

囁くのです。「倉ちゃん、おきなよ、み

んなが待ってるよ」（大笑）。マージャン

のお誘いです。初めのころは負けてもお

金をとらないのです。「いいよ、無理に

誘ったのだから」「後でしっかり貰うか

ら、今はいいよ」。（笑）これが怖いので

す。あとでしっかりとられました。取り

返さなければ…とすっかり嵌まってしま

った。朝までマージャンをして昼ごろ起

きだして、ぼーっとして釣りに行っての

繰り返し。 

平野：大学紛争のときにですか。 

倉林：寮は体育会系で、どちらかといえば

体制側ですから、学生に殴られケガした

ほうです。私はほとんど無関心で磯と戯

れていました。でも、大きなデモなどが

予定されていると教官が「休講します」

とよくいっていましたから、学生運動の

残滓はあった

のですね。 

平野：学校へ行

かずに単位取

得は心配なか

ったのですか。 

倉林：4 年間で

卒業しました

から、順調とい

えば順調です。

でも中身は、一年で 27 単位、二年で 10

単位、三年では 8 単位。だんだん少なく

なっていました。大学紛争後は専門課程

への進級に単位制限がなくなっていたの

で、単位が不足していても専門課程にい

けたのです。しかし、四年次に 69 単位＋

卒論 12 単位をとらなければなりません。

午前 2 時限、午後 2 時限、月曜から土曜

まで夕方までびっしり詰まっていました。 

平野：四年次は卒論だけというのが普通

だったのにね。で、就職活動は？ 

倉林：埼玉と群馬の教員採用試験を受け

ました。教員採用試験の勉強をしようと

思ったのですが、友人から教育理論の勉

強など意味がないと言われて、そうかな

と思って止めました。教職教養などは全
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くできなかったと思います。今、教員採

用試験の受験生のお手伝いをしています

が、今だったらまず受からないだろうと

思います。幸いなことに両方とも二次面

接まで行きました。埼玉の面接で、県北

に勤務することを希望したところ、「教

育関係に知り合いがいますか」と聞かれ、

「いない」と答えたら、「任地は県東部

になるだろう」と言われました。そのや

り取りが気になってその後にあった「春

日部地区への赴任」の話は断りました。

二月下旬に群馬県教育委員会から「校長

と面接してもらいたいが都合は？」との

電話を受けました。「実は、単位が取り

きれていないので…」「じゃぁ、単位の

見込みが立ったら連絡ください」（大笑）。

まだ悠長な時代だったのです。流石に 69

単位は多すぎましたね。ドイツ語・統計・

道徳・倫理の単位が認定されませんでし

た。「先生！教育委員会から電話があり

まして、先生の単位だけいただければ決

まるのですが…」同じことを言って先生

方を回りました（笑）。これでくれるので

す。でも、「倫理学」の先生は厳しかっ

たですね。中々ウンといってくれません。

最後に、「倫理学は勤めながらも勉強で

きるからちゃんとやるかい？」とおっし

ゃるので「はい」と返事していただきま

した。「道徳」は断られました。これを

とっておかないと中学の教員免許がもら

えないのです。でも、高校からの話でし

たので諦めましたが、あとで成績表をみ 

るとちゃんと単位をくれていました。仏 

様のような方でありがたいですね。（笑） 

県庁で大泉高校の校長先生の面接が出

来て、教員になれる見込みがつきました。 

朝までマージャン、午後潮干狩りに魚

釣り、部活で囲碁の大学生活でしたが、

その間に身体はしっかりしてきたようで

す。心も少し。 

平野：それでいよいよ、大泉高校で教員生

活をスタートさせるのですね。ここで休

憩を取って、後半は大泉高校のお話から

伺って生きます。 

 

*********＜休 憩＞********* 

 

2.職場が私を育てた―大泉高校時代― 

 

（1）若い仲間たちと 

平野：中学三年生末から闘病生活や大学

時代の学生寮での体験などを踏まえて、

いよいよ教員生活をスタートさせるわけ 

ですが、最初の大泉高校の印象はどんな 

ものだったのですか。 

倉林：農業高校だったのですが、大泉高校

を知っている大学の後輩がいまして「先

輩、あの学校はイモ校と呼ばれていて、

勉強の得意でない子が行く学校だそうで

すよ」と聞かされていました。私の先入

観があったせいもあって、生徒もそうい

う意識を持っているように見受けられま

した。女子は普通科 3 クラス、男子が農

業・園芸・畜産・土木の４科 4 クラスで

した。農業４科は男子がほとんどだった

のですが、女子に制限が加えられていた
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わけではありません。土木科に女子が一

人入ってきたことがありましたから。「総

合高校」と当時の校長さんは言っていま

した。元気な子が多くて、生徒と取っ組

み合いのような生活が始まりました。私

にとっては初めての学校ですから、どこ

かと比較するようなことはありませんで

したが、毎年数名ずつ新卒が採用されて

いましたから、若い教員が大勢いました。

ですから、よく遊びました。今の職場を

見ると、若い教員同士が遊んでいるのだ

ろうか心配になりますが、私たちはほと

んど下宿でしたから、就業時間が終わっ

ても帰らないで、学校のどこかに溜まっ

てワイワイやっていました。で、誰言う

ともなく、じ

ゃァこれか

ら飲みに行

くかという

ことになり、

宴会になる

のが定番で

したね。私の

少し上に、柴

田武志さん、

淡島慧さん、

瀬山眞二さ

ん、大崎博章さん、静喜昌さん、渡辺正

道さん、柿沼一郎さん、真下治孝さん、

横堀新一さんたちがいました。下には新

井基和さん、斉藤和之さん、後藤豊さん、

鴻田孝之さん、堀込啓一さん、橋本雅彦

さんなどです。瀬山さんは酒豪でした。

大崎先生は分会書記長として新任の私を

組合員に加入させました。淡島さんと後

藤さんは山岳部でいっしょ。斉藤さんは

生徒たちの自主活動を指導する中心的役

割を果たしていました。よく飲みました。

スキーにも行きました。テニスもおぼえ

ました。堀込さんはやがて赴任してきた

島津さんと結婚されました。 

平野：そういう生活をしていても健康上

の不安は感じませんでしたか。 

倉林：薬を飲みながら（大笑）…。私は中学

一年で倒れてからずっと抗生物質のお世

話になっていましたから。一時、耐性を

心配した医師の判断で止めたことがあっ

たのですが、一気に炎症が広がって 40 度

も熱が出て大騒

ぎしたことがあ

りました。以来、

その時々で最適

な抗生物質を処

方してもらい何

とかやり過ごし

てきたという感

じです。こんな

ふうに若い仲間

と一緒でしたか

ら、大学時代と

同じように楽しい生活でした。 

組合活動も凄く盛んで、職員が 80 名近

くもいた学校でしたが、組合員が 90％は

いました。それで、年齢を超えて交流す

ることが非常に多くて、それが職場づく

りに大いに役立っていたと思います。職
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員会議を例にとってみますと、若い人も

中堅も年配の人もみんな発言するのです

が、妙にバランスの良いことに驚きまし

た。年配の職員が若い我々や中堅の人た

ちの発言を支持するのです。みんなを応

援する雰囲気がとても居心地がよく、私

にとってははじめての会議の体験でした

が、会議というのはこういうふうに進め

るのか、ということを教えてもらった感

じです。 

平野：大泉高校で、職場集団をそういう形

で体験できたわけですね。 

倉林：年配の職員が重要な役割を果たし

ていると思いました。私たち若い連中が

いちいち肯けるようなしっかりした発言

をして年寄りの我儘を見せつけるような

ことはありませんでした。もちろん、中

には勝手な人もいないわけではありませ

んでしたが、むしろそれだからしっかり

した発言がイニシャティブを握れたのだ

と思います。 

 

（2）「そういうんでいいんですか、先生」 

平野：ご自分ではどんな教師像を描いて

いたのですか。 

倉林：教師になろうと思ってずっと来た 

のですが、教員としては何も分かってい

ない時期で、特に弱いところは生徒の集

団をどうやって育てていくかという感覚

を全然持っていなかったところだろうと

思います。 

平野：そのあたりは高校時代の自分自身

の集団体験や体験とクラスメートと年齢 

差があったことに関ってきますよね。 

倉林：そうですね。ある生徒から、ガツー

ンといわれたことがあるのです。2 年目

で普通科の担任を持ったときのことです。

4 月、始まったばかりでロングホームル

ームをやることになりました。学級委員

が来て「先生、今日はなにするんです

か？」と聞いたので、「自由にしていい

よ」と答えたんです。「そういうんでい

いんですか、先生」と言われました。（笑）

「本を読みたい人は読めばいいし…」「そ

ういうんですか、ＬＨＲというのは！」

とほとんど抗議をうけていました。その

ときはむきになって「イイんだよ、それ

で！」といいましたが、（大笑） 

平野：意地を張ったんですね。 

倉林：内心では、こういうのじゃまずいん

だろうなと思いましたね。この子は凄い

子だと思いながら意地張っていました。

冷や汗をかきながら、初めて生徒に教わ

ったと思いましたね。それからは本を読

んで勉強しました。 

平野：ＬＨＲの時間が来ることはわかっ

ていたのですよね。 

倉林：自由にすれば生徒は喜ぶに違いな

い、と思っていたのです。学級委員のほう

がよほど自治活動や集団で何かをすると

いう意識を持っていたのです。優秀な子だ

ったのです。後でのことですが、「あの子

と結婚できたらいいなァ」と冗談に言った

ら、それが噂になってしまって（爆笑）…、 

平野：どこでそんなことを言ったのですか。 

倉林：当時、私に関心を持ってくれるのは、 
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年配の女性職員くらいのものでした。家

庭科の先生が 3 人いたのですが、3 人が

別々に「先生、お昼食べに来ない？」と

私に声をかけてくれるのです。（笑）グチ

の聞き役ですね。手紙を貰ったこともあ

りました。私が 25、6 歳、彼女たちは 50

代の方々でしたが…（爆笑）。被服・調理・

保育と 3 人いたのです。普通科とはいっ

ても農業高校の中の普通科でしたから、

家庭科がいっぱいあったのでしょうね。

「先生は将来どんな人と結婚したい？」

などと聞かれたものですか、さっきのよ

うに答えたんです。すると、一時、生徒

の間でもワーワーキャーキャーとなった

のです。別に意図したわけではないので

すが、また別のところで「アパートの窓

のところに女性の下着が干してあるのっ

ていいな」と軽口を叩いたら、それが間

違って伝えられてしまって、倉林さんの

アパートの窓には女性の下着が干してあ

るということにされてしまい（大笑）、女

生徒がドン引きしたことがありました。

内心ホッとしたことはしたのですが。 

平野：今日は沢山の学級通信のコピーを 

いただきましたが、大泉高校から始めら

れたのですか。 

倉林：通信は次の松井田高校へ行って始

めました。大泉高校では「学級日誌」が

熱心に取り組まれていましたね。 

平野：それは学校全体で取り組まれてい

たのですか。 

倉林：学校の日誌とは違って、みんなで自

由に書けるように、わら半紙一枚を一日

分として記述する欄を大きくとって作っ

た独自の学級日誌です。生徒が書くと私

も赤ペンでコメントを入れてやり取りを

するのですが、それが盛り上がってどん

どん厚くなって、1 年も経つと 7、8cm く

らいになってしまって…、それで、分け

ようといったら分けないほうが良いとい

うのです。厚みのあるほうがいいという

のです。持って帰るのは大変だが、目立

っていいというのですね。そのとき、生

徒は書きたがっているのだということを

感じました。 

平野：盛り上がるきっかけはなんだった 

のですか。 

倉林：よく覚えていないというか、余り意

識したことがありません。やっているう

ちにそうなったと思っています。初めか

ら生徒が書きたがっているとは思ってい

ませんでしたから。生徒と私のやり取り

について次の生徒が書き、またそれにつ

いて私がコメントするので次の子がまた

書くというつながりが面白かったんです

かね。話があちこちしながら続きました

ね。 

平野：自由に書けるスペースがあったか

ら、自由にコミュニケーションを始めた

という感じですかね。 

倉林：それで、彼女たちが卒業するときに

は、ちょっと大変だったのですが、3 年

分の学級日誌を学校で使う黒い表紙をつ

けた手製の本にして記念にみんなにあげ

ました。あとで同窓会に呼ばれたときに

実物を持っていきましたらみんなに懐か
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しいと大喜びされました。この経験は私

にとって貴重なものでした。もう一度担

任したときも同じような本を作り、みん

なに配りました。 

平野：それは例のＬＨＲ体験があったか

ら、という

ことでしょ

うか。 

倉林：そう

だったと思

います。そ

れから、こ

れは組合活

動の一環な

のですが、

邑楽支部に

は守随さんという高校生運動の親玉みた

いな人がいて（笑）、その活動に参加した

ことがありました。群馬県にはサマーキ

ャンプという有名な活動がありましたが、

私のとき（74 年）はそれがなくなっていま

した。その後、守随さんたちは東毛で足

利の高校生たちを含めて一緒に活動して

おり、大泉高校の生徒を誘って泊りがけ

で参加したことがあります。そういう中

で、大泉高校の生徒たちも自治活動の力

をつけていき、学校の中に生徒会活動と

は別に生徒だけの活動をする独自の組織

を立ち上げるまでになりました。私が中

心だったのではなく、1 年後に入ってき

た斎藤さんが主要な役割をしていました。

彼は自分自身が高校時代にそういう自主

活動の経験を持っていました。 

平野：そういう経験をした高校生が教員

として活動する時代だったのですね。 

倉林：それから、彼は生徒だけでなく、職

員たちにも同人誌を作ろうと呼びかけて、

みんなから原稿を集め、本を作って発行

するなんて

いうことも

していまし

た。 

私は山岳部

の顧問をし

ていました

ので、その

様子を書い

たことを覚

えています。 

平野：山の経験はあったのですか。 

倉林：いいえ、大学時代に一人で丹沢に行

ったり、家に帰るときに秩父を越えて帰

ったりとかはしていましたが、山登りは

していません。山歩きですかね。 

平野：そういう意味では、大泉時代は青春

していたという感じですかね。 

倉林：そうですね。大学時代は、勉強はし

なかったのですが、非常に解放された気

分で過ごすことができました。その延長

で、若い職員がたくさんいましたから、

楽しく過ごしたという感じですね。 

 

3.グッドカンパニー－松井田高校時代－ 

 

（1）先生に「またやられた！」 

平野：‘81 年、結婚を機に松井田高校へ 
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転勤なさったのですね。 

倉林：そうです。大泉に 7 年いて、担任を

2 回やって、松井田には自分なりに意気

込みを持って行きました。 

平野：どういう意気込みですか。 

倉林：生徒たちが楽しい高校生活を送れ 

るいい学校を作ろうという気持ですかね。

当時の松井田高校は、組合員を中心に学

級通信を沢山出しているので有名な学校

でした。 

「回る輪転機」という冊子が出るくら

いみんなが学級通信を作っていました。

そういう学校へ行けることにワクワクし

ていましたね。そのときは 80 年度末の大

異動で、あんな小さな学校で 16 人が異動

させられたのです。３分 1 以上が配置換

えされたのですから、異常といえば異常

な人事でしたね。私が信頼していた先生

方が何人も出されていました。私と一緒

に着任したのが中束作蔵さんや亡くなっ

た佐藤毅さんでした。 

平野：その大異動の背景には何かあった

のですか。 

倉林：人心を一新するとかいう県教委の

方針なのですね。この年からどんどん進

められました。私と一緒に校長が着任し

たのですが、この校長が反動的な校長で、

職員会議で職員の意向を尊重しない人で

した。私は自分が育てられた先輩教師の

役割を松井田で果たさなければと思って

いましたので、校長と対立するなどいつ

も「怒れる教師」でした。 

 松井田高校は所謂周辺校の一つで、高 

崎地域の高校にいけない地元の生徒と高

崎からの流入組の混じった大変な高校で

した。もちろん、地域の優秀な生徒も少

なくなかったのですが。でも、エネルギ

ーに満ちていて、いい意味でも教師にぶ 

つかってこられる生徒たちが多かったよ 

うに思います。 

平野：その子たちのエネルギーってなん

だったんですか。 

倉林：何なんでしょう。この頃の高校生は

どこでもそうだったのかもしれませんが、

元気があって先生に文句を言えたんです。

それを良い意味の「エネルギー」と評価

できました。ここでも学級日誌を作りま

したが、大泉と同じで、厚いのがいいと

高崎から来ている子たちはそれをわざわ

ざ見えるように抱えて、自慢しながら信

越線で通学していました（笑）。他所のク

ラスの子が「いいな、いいな」といって

くれるのが嬉しかったようです。生徒た

ちの書く気持が同じように強かったので

しょうね。 

「回る輪転機」というのは生徒が書く

ことに意味がある通信でしたが、私の出

す通信「グッドカンパニー」は私自身が

書くものでした。学級日誌は生徒の書く

もの、通信は生徒の意見や作品を載せる

場ではあったのですが、私が書きました。

生徒に書かないかというところまでいけ

なかったのが心残りになりましたが、こ

れは私自身の限界でもあるのですね。 

「グッドカンパニー」にも書かれてい 

るのですが、松井田には手作りの予餞会 
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があります。そこで劇をやろうと提案し

たのですが、みんな嫌がりました。「先

生が脚本を書いて、先生も出るから」と

説得してやりました。凄く好評で、いっ

ぱい拍手を貰いましたから、生徒はさぞ

かし満足したろうなと思ったのですが、

感想文を募集したら「また、先生がやっ

てしまった」（爆笑）と書かれてしまいま

した。三年生のときの感想文なのですが

ね。一度目の文化祭のときは「先生方の

似顔絵を描こう」と提案して実施しまし

た。二年後の２度目には卒業生の切り絵

画家関口コオさんから許可を貰い、みん

なで部分部分を分担し大きな絵にして発

表し、関口さんからは「嬉しい」と喜ん

でもらえたのですが、生徒たちは「先生

に言われてやらされたような気がする」

という反応だったですね。どうも、みん

なで納得して自分たちでやるという雰囲

気作りが出来てなかったようです。三年

生のときは「桃太郎」と「竹取物語」を

ごちゃ混ぜにした劇「桃太郎」をやり、

最後にお姫様が舞台からパーと消えて、

直後にギャラリーをライトが照らすとギ

ャラリーからフアーと人が走っていくと

いう演出をした。みんながびっくりして

「ウォーッ」という歓声が上がり拍手喝

采だったのですが、「またやられた」（笑）。

どうも私が待てないで先にいっちゃった。

「オイ、後からついて来い」みたいにな

っていたようです。表面的にはみんなの

意見が取り入れられたように見えるんだ

けれども、内実は生徒にストンと落ちて

いないものがあることを感じながら過ご

した松井田時代でした。 

 

（2）「強い指導」の誘惑 

平野：松井田では病気が再発したとか… 

倉林：行ってすぐ二年の担任を持ち、教 

室へ行ったら生徒が足を机に上げて待っ

ていてくれました。意気込んで行きまし

たから、お前らには負けないぞと大きな

声を出して話をしました。しかし、疲れ

が溜まったのでしょうか、翌年の１月に

なると一日に 500ｇずつ体重が減ってい

くのです。また、気管支炎の再発でした。

共働きの子育て中でもあったのでラクが

できなかったのですが、入院しました。

三年間休職、年配の副担任の先生に後を

引き継ぎました。「卒業までには退院し

てくれらぁね」「進路の内申書は書けな

いよ」などといわれたのですが、結局全

部お任せすることになってしまいました。

抗生物質を 2 週間点滴するとスウっと炎

「いちのにぐっどかんぱに」 

“保護者の声” ‘88.1.11 より 

Ｋさん：先生、ウチの子は小さいバッグ

1 つもって学校へ行くもんですから『お

前、それじゃ勉強道具なんか入らないだ

ろう』って聞いたんですよ。そしたら、

『学校にみんな置いてあるから心配すん

なよ、かあちゃん』って言うんですよー

先生あれでいいんですかねー」。        

［いいわけありません］ 

Ｚさん：「どーしてこんなになっちゃう

んでしょうかねー。小さい頃はほんとう

におとなしくて親に反抗することなんか

絶対になかったんですよー。それが今は

あれですからねー。本当に…恐ろしいで

すよ。先生も大変でしょう」 「はい」 
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症が引くのですが、止めると 2、3 日でま

た戻ってしまうというのを繰り返してい

ました。本当に大変な時期で、もう戻れ

ないかなという不安がありました。 

平野：戻れるきっかけは？ 

倉林：もうこれ以上休めないという、2 年

半くらいたったときに、ものすごく熱が

出たのです。40 度以上の熱が 2 週間下が

りませんでした。あと 3 ヶ月で休職期間

が無くなります。ほとんど絶望的だった

のですが、医師に勧められた内服薬、こ

れは一世代前の薬でしたが、を飲んだら

劇的に効いたのです。主治医から高熱で

今までの菌が御し易い菌に変わったので

はないかという説明を受けました。その

代わりに体中に炎症が出来てそれを直す

のにまた大変でした。炎症を起こしてい

る菌に対しては熱は効果的だったようで

す。これ以後、点滴でなくて内服薬で持

ちこたえられるようになって、医者は 3

月には戻れるよと太鼓判を押してくれま

した。しかし、校長には信じてもらえま

せんで「倉林さん、もうすぐ期限が来る

からといって無理して出てきてだいじょ

うぶかい？戻ってまた休むといわれたら

困るんだよ」（大笑）とあけすけに言って

ました。私自身、心配はありましたが、

結果的にはだましだまし、何とか持ちこ

たえることが出来ました。 

平野：大病はここまでですか。先ほどの予

餞会の話は病気休職の後の話なのですね。 

倉林：そうです。最初の一年目は勢い込ん

でいましたから、体罰を愛の鞭と錯覚し

て指導したこともありました。一部の生

徒には理解されたようですが、反発する

生徒もいましたね。中には、私が信頼関

係を築けたと思っていた生徒が突然「オ

ラァ、先生なんかでっぇ嫌ぇだ」といっ

てきたこともありました。これを機に、

力ずくの指導は結局は信頼関係を崩すだ

けと思うようになっていきました。でも、

私の強い指導を見て「倉林先生のような

人がいなければここは納まんないよ」と

言って、自陣営に引き入れようとする強

い指導肯定勢力もあって、彼らの意見に

納得する部分もあったものですから正直

迷うこともありました。それが、休んで

いる間に、基本的には信頼しあわなけれ

ば何も出来ないだろうと強く思うように

なりました。 

平野：離れていた 3 年間のうちに心境の 

変化みたいなものがあったのですね。 

倉林：そういう意味では病気も悪いもの

ではありませんね。（笑）少なくとも、考

える時間にはなりましたね。 

 

4.デリシャスカンパニー－高市女時代－ 

 

（1）男女共学のはずが… 

平野：しかし、先ほどの予餞会に関する生

徒の「先生にさせられてしまった」感想 

のように、いろいろ試行錯誤した松井田 

時代ということになりますかね。 

で、いよいよ高市女に移ることになるの

ですが、このときのきっかけは… 

倉林：10 年経ったからというのが一番で 
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すかね。私は 3 年病休ですから実質 7 年

ですが、県教委は 10 年とカウントします

から、10 年経ったから機械的に異動とい

うことになりました。希望は勿論なかっ

たのですが、箕郷に住んでいますので一

番近いのは高崎北高、ついで高市女だっ

たのでそこに決まりました。県立から市

立への異動でしたので退職届を書いて移

りました。 

平野：丁度移ったときが高市女の共学化

問題が出ていた時期だったのですね。 

倉林：職員会議には時々報告はありまし

た。市女の職員や市教委の職員からなる

振興整備委員会があって学校改革の検討

を進めていました。私が行って 2 年間く

らいは劇的な改革をする様子は見えなく

て、後で問題になる高崎経済大学の附属 

高校にする構想などはなかったようでし 

た。 

平野：高市女を共学化するというものだ

ったのですね。 

倉林：そうです。共学化はやむなしという

感じで、起草委員会の改革案が作られた

のが 2 年目（93 年 3 月段階）だったわけで

す。ところが、その年の 4 月に校長から

「振興整備委員会の新提案」があったの

ですが、何か、校長室が二つ出来るらし

いとかどうも要領の得ない説明でした。

そして、だんだん見えてきたのが、高市

女を 3 年後には廃校して新しい学校を作

るというプランでした。 

平野：改革案が廃校案にすりかえられた

のですね。 

倉林：大変なことになったわけです。私は

「デリシャスカンパニー」という学級通

信を発行し、生徒の生の声を掲載するこ

とに心がけていましたが、6 月頃から学

級通信の機能は残しつつ、高市女問題を

生徒や保護者に伝えるための情報誌にせ

ざるを得なくなっていました。生徒から

はどうなっているか聞かれるし、同学年

の先生たちからも「どういうふうに話せ

ばいいんですか…」と尋ねられるし、保

護者にはきちんと伝えられていない状況

だったのです。そこで、情報紙の役割を

果たさなければならないと思って出し続

けました。 

平野：生徒からも疑問がどんどん出てき 

ていますね。 
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倉林：ええ、一番ショックだったのは、職

員会議での発言にもあったのですが、「こ

んなことで生徒が自殺でもしたらどうす

るんだ。私達の責任を果たせないぞ！」

という声でした。 

 ある生徒が思いつめたような顔をして 

「先生！学校を止めるにはどうすればい

いんですか」と私のところへ聞きにきた

ことがあります。バスケット部の生徒で

した。当時高市女のバスケ部は県下一・

二を争うチームでしたから、そのために

来ていた生徒もいたのです。突然廃校に

なるというのですから、彼女にとっては

後輩が入ってこなくなるだろうし、困っ

てしまったわけで、高市女にいる意味が

なくなったと考えたのでしょう。 

平野：彼女にとってはバスケ部の活動自

身の持つ意味は重いでしょうからね。部

活を続けられるかどうかは深刻な問題で

すよね。 

倉林：最初は何事かと思ったのですが、話

を聞いていると、この問題は今の時点だ

けでも彼女の気持を傷つけていることを

実感しましたね。酷いことを我々はして

いるんだと思いました。 

平野：そういう中で事態がどのように推

移して行くのかを具体的にお話願えます

か。 

倉林：6 月 17 日に授業ボイコット事件が 

ありました。ある一年生のクラス（私のク

ラスではない）が教室に鍵をかけ、教師を

教室に入れなくしてしまった事件です。

担任が行っても開けないし、生徒指導主

事が行って「そんなことをしているとお

前たち謹慎だぞ」と脅しても開けません

でした。「倉林さん、行ってくれ」とい

うので、生徒たちと話をしました。生徒

の言い分は「校長先生は署名活動をして

はいけないといったけど、何もしないと

このまま進んでしまい、後輩が入ってこ

なくなる。だから、みんなで署名するた

めに鍵をかけたんです」ということでし

た。その頃は、校長も一部の教員も市教

委も「署名活動はＮＯ」という立場を生

徒に押し付けていたのです。生徒は生徒

で何かしないと不安でしょうがないし、

彼女たちの言い分を誰も聞いてくれない

苛立ちがあったのです。 

 翌18日6時間目に体育館で学年集会が

開かれました。前半は校長から説明が行

われ、質問に立った生徒は 40 名以上、2

時間を越える集会になりました。この結

果、校長からは「犠牲は最小限にとどめ

る努力をする。署名は実施してよい」と

いう回答があり、生徒たちの署名は生徒

会の役員の手で、この日のうちに網中教

育長に手渡されたのです。 

ＰＴＡも保護者に署名を訴えました。

１９日土曜日の帰りに生徒に署名用紙を

渡して、月曜日にもって来たのですが、3

万 5 千筆に及んでいました。たった一日

か二日でこれだけの反対署名が集まった

のです。保護者の大変だという思いがよ

く分かる数字ですね。ですから、生徒も

保護者も一体という感じでした。そして、

月曜日に父母が市役所に行き、助役と教
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育長を訪ね、その署名簿を提出し、「希

望をもって入学した生徒を切り捨てない

で」と訴えました。でも、保護者達が傍

聴したこの日の午後の市議会で高市女廃

校案は可決されてしまいました。 

私は生徒会顧問で生徒会活動を指導す

る立場でした。生徒会役員の生徒たちは

良い子たちなのですが、生徒会として何

をすべきはまだ見えないでいました。特

に生徒会長は良い子だけに板挟みになっ

て何をすべきかに悩んでいましたね。私

が「考えようよ」というと「私だって考

えてますよ」と尖った答えが返ってくる

始末。「考えているだけでみんなの信任

に答えられるだろうか」と問うてみると

それでまた落ち込んでしまう。私自身が

これからどういう展開を見せるか分から

ないだけに、指導するのは難しいと思い

ました。 

 そういう悩みを抱えながらも、生徒会

とＰＴＡと我々職員がバラバラにならず

に最後まで一体感を持っていたのが救い

で、それが力になったと思います。特に

組合員がほとんどだった職員集団ではＰ

ＴＡと同一歩調をとることが確認されて

いましたので、そういうことが可能とな

ったのです。 

平野：ちなみに、そのつなぎ目はどういう

ところが果たしていたのですか。 

倉林：ＰＴＡの仕事は松本さんを中心に

若い先生方が通信をつくったり、会議を

設定するなど地道に活動していました。

実務は大変だったと思うのですが、それ

が信頼関係を築く役割をしていたと思い

ます。実際、保護者の意見は千差万別、

いろんな意見があり、まとまるか心配な

ほどでした。高市女は絶対残すべきとい

う主張があったり、国会議員とのつなが

りに頼ろうとしたり、外部の力に頼ろう

という意見もあって揉めたのですが、最

終的には保護者の気持をまとめ上げ、高

崎市教委や県教委に訴えていくスタンス

は崩れませんでした。これは大きな力で

市教委や県教委にアピールしたと思って

います。 

平野：最初から教員組織の側もそういう 

方針をもっていたのですか。 

倉林：現実的には、市議会で高市女の廃校

条例が出来た時点で元に戻すのが不可能

でしたから、現実的にどのように対応す

るかというときに、在校生全員を新しい

高校に移行させることを目標にして、新

しい高校設置反対にはもっていかない方

針を立てました。 

平野：改革案から廃止案に変わったとい

うことは、その背景の一つに組合潰しの

ネライが予想されますよね。とすれば、

闘いの目標とか闘い方にはいろいろな選

択肢があったろうと思いますが…。 

倉林：いろいろな選択肢を考える余裕が

与えられなかったというのが真実だった

と思います。確かに分会会議でもいろい

ろ意見が出て初めから一枚岩というわけ

ではありませんでした。当時、県内には

伊勢崎と前橋に市立高校があって、それ

ぞれで学校改革の時期を迎えていました。 
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前橋、伊勢崎はいずれも男女共学化の方

向で改革が進んでいきましたが、高崎で

は高市女廃校・附属高新設案が、我々が

意見を闘わせる余裕もないまま突然出て

きて結果的には止めることができなかっ

たのです。ですから、弁解になってしま

うかもしれませんが、現実的には新しい

高校を認めざるを得なかった。 

平野：意思統一の過程でまとまり難かっ

たとか紆余曲折があったとか…。 

倉林：分会段階ではあくまで撤回を求め

るというような過激な意見はなかったで

す。目の前にいる生徒にどうやって楽し

い学校生活を保障するかが我々の方向性

で、そこは揺るがなかったです。犠牲者

が出る心配もあるわけです。その点は一

致して運動しようとしていました。穏健

な組合員の一人が「大変な事態だ。自殺

者がでたらどうするんだ」と声を震わせ

ながら発言したのが印象的でしたし、私

自身生徒から退学の方法まで聞かれてい

るわけで、現実的な対応が求められたわ

けです。 

 

（2）雨の中のデモ行進 

平野：フロアからも様々な発言をいただ

くことになりますが、その前に、経緯の

最後まで伺っておきたいと思います。 

倉林：二学期は膠着状態が続きました。市 

教委側はあくまで二つの学校案、高市女

は廃校、在校生は後輩がいないまま高校

生活を終了する案にこだわりました。新

しい学校は全く別のレベルの高い高校と

いう方針は変えないで乗り切ろうとして

いました。しかし、生徒やＰＴＡや職員

の抵抗が大きかったので、高市女敷地内

での新しい高校の開校は諦め、高経大の

敷地に２億円かけてプレハブ校舎を作り

開校する案を発表しました。しかし、こ

の案は県教委が生徒の教育環境としては

好ましくないとして認可しませんでした。

その後の案が出ないまま、ＰＴＡは生徒

全員の移行を認めろという運動を進めま

した。返事がないまま、二学期が終わり

ました。しかし、運動自身は下火になら

ずに続けられ、生徒はデモ行進をしたり

して全員転学を求め続けました。… 

平野：どこでしたのですか？ 

倉林：雨の中を市役所までデモをしまし

た。 

平野：生徒会が呼びかけてやったのです

か。 

倉林：そうです。この頃になると生徒会が

力をつけてきていまして、生徒会チーフ

の大山さんに内緒で市長に会いに行った

のです。「どうして相談しなかった？」

と聞きますと、「先生に言えば心配する

から」「ダメだって言うから」「先生方

に迷惑がかかるといけないから」自分た

ちだけで判断していったというのです。

市役所で「あなた方は高校生だから署名

運動をしてはいけないといわれた」なん

てことは報告するのです。私たちはその

後市役所に行って、生徒会役員に対応し

た秘書課長に会って、高校生が署名をし 

てはいけない、とか効力がないといった 
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ことが間違いだと指摘しました。全体と 

しては生徒と保護者、教員が一体となっ 

て運動が展開されて行きました。   

このように、生徒会の役員自身が自分

で考えて、自分で行動する部分がどんど

ん増えていき、それが市民の目にとまり、

県教委の知るところとなり、県教委は高

校生の教育環境としては問題のある事態

が起こっているという認識を深めて行き

ました。 

 暮れになって、県教委は今の状態は憂

慮すべき状態で、新しい高校を認可でき

ないという意見をチラホラ出し始めます。 

マスコミも、上毛新聞や毎日新聞は高

市女生徒・保護者の立場を理解した報道

姿勢をとるようになって来ました。一方

では、上毛新聞に“ひろば”という投稿

欄がありますが、賛否両論の投稿が掲載

されるようになっていました。特に、Ｔ

君という高校生が「高市女生はワガママ

だ」「自分たちの意見が通らないからと

いってデモをされては市民が迷惑だ」と

いってもろに批判してきました。 

また、渋川消印で生徒会長宛にハガキ

が来ました。内容が凄いので、紹介して

みます。 

   

  経大附属高校は、近く「高高」や「高

女」以上の高学力の名門校になるのであ 

ります。従いまして「市女」の生徒がそ

のまま転学などというのは公平でありま

せん。あなた方は多くの高校の中から「市

女」を選択し、「市女」を受験し、「市

女」に入学したのだから、当然「市女」

の卒業生になるべきです。「経大の附属

になる予定だから市女を選んだ」などと

いうのは屁理屈というものです。「高女」

を「選択」したのではなく、「市女」し

か入れなかったという方々が多いことは

群馬県民の多くが知っているのです。無

理にゴネてデモまでやらされて転学した

ら新入生より学力の低い在校生となって

しまい、国民の笑いものです。渋々イヤ

イヤながら「転学を認める」と附属高校

や市会が認めても、良識をもって辞退す

べきです。市女生には市女の同窓生とし

て生きることがふさわしい。 

 

と書いてありました。生徒の心は少な

からず傷つくかもしれないけれども、こ

ういう意見には道理がないことを分かっ

てもらいたいと思って１月 28 日の№69

にそのまま掲載しました。 

 

（3）理想的な学校って差別するの？ 

倉林：年が明けて渋々ですが、附属校の校

長が全員の転学という方針を出しました。

しかし、その後もいろいろありまして、

全員転学というけれど自分の意志で転学

を表明しなさいとか誰かにそそのかされ

て決意しないようにとか、そういう文面

の書類を渡したり、本人の意思を確かめ

たいと面接まですることになりました。

こういう嫌がらせのようなことが次々と

起こりました。 

 94 年 1月 29 日に新しい校長上岡先生 
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が説明に来ました。彼は高経大の教授で、

心理学・教育心理学を教えています。 

概略次のような話をしました。 

新しい高校はみなさんとは違ったカリ

キュラムで実施（1 年生は学年制、2 年生から

は単位制、半分以上は選択科目。ＨＲは解体さ

れ、ゼミナール形式）するので、本当は来ら

れないのだけれども、みなさん用のカリ

キュラムも作ります。 

新しい学校は生徒の自由意志を尊重す

る。附属校のスローガンは自主自立、自

学自習、ourselves（自分自身で）を尊重し、

みなさんを子ども扱いしない。生徒指導

の基礎として「～してはいけない」「～

するな」という、制限的、禁止的校則は

作らない。各自が自分のあるべき姿をえ

がく。つまり、自分で自分の校則を作っ

てもらいます。ちょんまげ・辮髪でも十

二単でもかまわない。それが自分の校則

にあっていればなんでもいい。しか 

し、自学自習できない人は卒業できない 

から転学しない方がよい。 

そんなことを言うわけです。すごく良

い学校なので、本当はみなさんには来て

もらいたくないのだがということを言外

ににおわす話をするのです。 

生徒からは次のような質問が出ました。 

①転学願いを出せば生徒の意思は確認で

きるのに、更に面接するのは生徒を信用 

していないのですか。 

②市女の先生は一緒に附属高校へいける

のですか。 

③生徒会はどうなりますか。 

④転学生の制服はどうなりますか。 

⑤まだ未定ということがたくさんあって 

不安。ちゃんといってください。 

⑥（制服問題・先生の処遇問題など）分から

ないことがあるのに転学の決断をしろと

いわれても出来ない。 

いちいちが気分を悪くさせるような問

題が年が明けても続きます。最終的には

我々が説得した部分もあったのですが、

私のクラスの一人の生徒は最後まで「行

きたくありません」と言い続けていまし

た。そういう生徒にも決してきつい口調

でせまることはしませんでした。しかし、

最後は全員が「転学願い」を出して転学

することになり、生徒については決着し

ました。 

「ひろば」2 月 2 日に次のような嬉し

い投稿がのりました。 

 

心の傷をいやすのは― 

原田文夫 

高市女のみなさんに明るいニュースが

生まれ、本当によかったと思います。 

忘れもしません。昨年の十一月二十日、

雨の日の「在校生全員の附属高校への移

行」を訴えて、デモ行進をしました。私

は、あなた方のデモ行進参加を、勧めよ

うとは思いません。しかし、あなたたち 

 を、ここまで追い込んだのは、誰なのか 

怒りを覚えます。 

「高市女生は受け入れない」などとい

われると、悲しくて授業も頭に入らなか

ったでしょう。「三学年そろって勉強し
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たいのです」と、生徒会長は悲しみをこ

らえて訴えました。私は、このようなご

く当たり前な生徒の願いを、なぜもっと

早く理解してやれなかったのか、残念で

たまりません。ようやく生徒のことを第

一に考え、差別され、切り捨てられよう

と危惧する生徒の気持を和らげるための

処置に対し感謝したい気持です。それに

してもこの半年間、高市女の皆さんの受

けた苦悩、不安、悲しみ、そして憤りは、

どんなものだったでしょうか。この生徒

たちの受けた大きな心の傷をいやすため

に、当局はどのような方法を考えておら

れるでしょうか。（富岡市＝無職・61） 

 

何の利害関係を持たない一般市民の公

平な目、意見に生徒と一緒に感謝しまし

た。 

また、匿名でしたが、渋川のおばさん

を名乗る人から生徒会宛にこんな手紙が

来ました。 

 

…本当にご苦労なさいましたね。… 

世間でいうところの「進学校」をつく

るのだから今の高市女の生徒は受け入れ

られない、ということを差別と感じられ

た皆さんの感性の高さに新鮮な感動を覚

えたのです。差別は「差別をする側」の

人たちには感じられないものですから、

「差別された側」の人達が声を上げない

限り、解消しないわけです。みなさんの

勇気と実行力に拍手を送ります。…全員 

 の転学が実現しさえすれば問題が解決し 

たかのような錯覚も持っていましたが、 

 考えてみれば、これだけの生徒の気持を 

傷つけ、ＰＴＡの方々にも多大な迷惑を

かけて、誰も何の責任を取らないなんて、

おかしなことですね。…偏差値などでは

測ることのできない人間としての賢さを、

みなさんはしっかり持っていらっしゃる

のです。私はそれを教えられたと思いま

す。それから、私が言うのもおかしいの

ですが、新一年生を暖かく迎えてくださ

いね。…（長文なので…の部分は省略さ

せていただきました。） 

 

この嬉しい手紙を読んで、生徒会本部

役員たちは泣きました。そして、2 月 8

日付け「ひろば」に生徒会長の飯塚さん

がお礼の言葉を書きました。 

 

励ましの手紙に感謝 

飯塚 絵美 

  私は高市女の生徒会長です。先日、私

たちに励ましのお手紙をくださった人に、 

ひとことお礼を言わせてもらいます。 

本誌でも昨年来、さまざまな議論が展

開されてきました。そのこと自体は私た

ちにとってとても勉強になりました。で

も、正直のところ、これまでに随分と心

を傷つけられてきました。本当に悲しい

手紙が届いたこともあります。しかも、

こういう人はきまって匿名なので、反論

のしようもないのでした。転学の方向が

見えてきたは言え、何か割り切れない気

持で過ごしています。こんなとき、いた
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だいた手紙は本当にうれしかった。みん

なで泣きました。二日の本欄でも、富岡

の人の投稿を読んだときもそうでしたが、

私達の気持ちを分かってくれる大人がい

ると、本当に安心します。私たちは新入

生に対して何のわだかまりもありません。

新しい学校を楽しく勉強できる場所にす

るために、一緒に考えたいと思っていま

す。人を信頼することを教えてくれた皆

さんに感謝します。 

（高崎市＝高市女生徒会長・17） 

 

一方、もしかしたらネライは教員だっ

たかもしれないということがだんだん明

らかになっていきます。組合員の中で、

そのまま新しい学校へ行けない教員が出

たのです。6 人の先生が市教委や図書館・

公民館・適用指導教室などに配属され、6

人の先生が退職願を出して県立高校へ異

動しました。 

平野：同窓会はつながっているのですか。 

松本さん：つながっているのだと思いま

すよ。でも、あのとき（飯塚生徒会長）の

第二学年は入っていません。 

平野：ある意味、一番微妙な学年が入らな

かったのですね。 

 

（4）「間違いを間違いだといえる人間に」 

倉林：厳しい時期の中で、私が特に感動し 

たのは2月10日に実施された予餞会が素

晴しかったことです。みなさんも口々に

そういいます。市女の予餞会の凄いとこ

ろは何から何まで生徒の手づくりである

というところでしょうか。参加団体も自

主的に名乗り出る。強制はない。演目の

決定、内容も全て生徒の手になる。演劇

部は一年生が脚本を書き『今よりずっと

昔、別の世界で起こった出来事』を熱演

しました。ファンタジーでした。 

 高崎音楽センターで、非常に素晴しい

音響設備や証明設備を使って毎年やるの

ですが、生徒も素晴しいし、教員が最後

にみんな出てきて歌を歌ったりするので

すが、そういう様子を見て生徒が感動す

るのです。いろいろな嫌な思いをして転

学して、よい方向には向かっているとは

いえ、傷ついた部分も多かったですから、

私のクラスの女の子が「デリカ」に投稿

してくれました。「三年生の先生方によ

る『乾杯』は圧巻中の圧巻。思わず涙を

流して泣いている自分に驚いてしまった。

三年生の先生方の『ひとこと』を聞いた

とき、それに聞き入る会場を見渡したと

き、『市女はこんなにいい学校なんだ』

と改めて実感した。ステージと観客が一

つになっていた。心から『この学校の生

徒で良かった』と思えた。（心底からそう

思えたのはこの日が初めて）と、同時に、『廃

校なんてヤダ』と思った。来年も、再来

年も、これからもずっと予餞会を、こう

いう素晴らしい伝統を残しておきたい。」

と書きました。演じる生徒もみる生徒も

本当の表現する力があって、改めて廃校

になるような学校ではないなということ

が確認できました。 

 市の改革の方針のもとになるのが、高 
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市女は悪い学校になったからというので

す。その根拠になったのが 92 年度入学生

が一度だけ定員割れしたことでした。そ

のことを大きく取り上げて、生徒が悪く

なったから定員割れしたのだと宣伝しま

した。それだけでも生徒たちは傷つくの

ですが、教育関係機関の市教委は平気で

そういう配慮のないことをするのです。   

当時は1学年9クラスの女子高ですし、

少子化が進行していましたから、そんな

に深刻な問題だとは捉えていませんでし

た。そういう攻撃をされていましたが、

その二年生たちが中心となって予餞会を

実施し、そういう非難される高校生では

ないということを見事に実証して見せた

のです。 

 私は、長文なのですが、是非卒業式の

答辞と送辞を読んでいただきたいと思い

ます。送辞は生徒会長が読んだのですが、

圧巻だったのは卒業生に対して「間違い

を間違いといえる大人になってくださ

い」と呼びかけたところです。 

  

  三年生のみなさん、ご卒業おめでとうご

ざいます。在校生一同、心よりお祝い申し

上げます。 

   目を閉じると、先輩方と共に過ごした 

日々が鮮明に思い出されます。知恵をしぼ

り、長い間にわたり計画を立てて大成功を

収めた菱華祭。あの花火の美しさがいまだ

に忘れられません。クラス全員が団結し、

力を出し合った体育祭。先輩方のご指導を

受けながら、毎日懸命に練習した部活動。

すべてまだ、つい昨日のことのようです。先

輩方は私たち一・二年生の目標であり、よ

きアドバイザーでした。今までいろいろな面

でご指導をして下さり、本当にありがとうご

ざいました。 

  今年度は、三年生の皆さんにとって、進

学・就職とこれからの人生を選択していく上

で、非常に大切な年であったにもかかわら

ず、高市女は大きな問題を抱えさせられて

しまいました。昨年六月、私たちは突然、私

たちと同じ校舎に、私たちとは全く別の新し

い学校ができることを知らされました。しか

も、それは、今の一年生が卒業すると同時

に高市女は廃校になってしまうという、誰も

考えもしなかった前代未聞の大問題でした。

誰もがショックを受け、学校は大混乱に陥り

ました。『未来にはばたく学校』という入学

案内の言葉に希望を持ち入学してきた一

年生たちにとっても、高市女で全く普通の

高校生活を三年間送ろうと思って入学して

きた生徒にとっても、全く詐欺にあったよう

に思われました。 

 私たち高校生にとって、「三学年そろった

よい環境の中で学びたい」というのは当然

の権利と思います。私たちは、勝手に子供

の未来を踏みつぶす大人たちに負けるわ

けにはいきません。高市女生全員の移行を

求めて、署名やデモ行進やビラまき等の運

動をしました。このような時、三年生の皆さ

んの立場は非常に複雑なものがあったと思

います。自分たちの母校がなくなってしまう。

二校併設になったとしても、私たち在校生

が全員移行になったとしても、高市女は廃
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校になってしまうからです。先輩方にとって

は、このうえなく辛く悲しいことにそういなか

ったと思います。しかし、それにもかかわら

ず、先輩方は積極的に私たちの移行を求

める運動に参加してくださいました。自分た

ちの気持を抑えて私たち後輩の未来を心

配してくださったからだと思います。私たち

は胸にこみ上げるものを感じながら運動を

精一杯続けました。そして、全員の移行が

認められました。これは、多くの市民の方々

のあたたかいご理解によることは勿論です

が、何よりもＰＴＡの方々、先生方、三年生

を含む全生徒の気持が一つになったからこ

そだと心から思うのです。私たちは、この運

動を通して、これからの人生を生きるうえで

の大切な宝物をつかんだように思います。 

 私たちは全員移行が認められました。し

かし、まだ私たちには不安でしかたないこと

があります。それは、先生方がこれからどう

なるのか分からないということです。先生方

はいつも私たち生徒のことを一番に考えて

下さり、私たちといっしょに悩み、一緒に考

えて下さいました。長い間、お世話になった

先生方と来年度は一緒に学べないかも知

れないと思うと不安でなりません。それを考

えると、まだ高市女問題は終わっていない

のだと思います。私たちは来年度も先生方

と一緒に高校生活を送りたいと願っていま

す。この私たちの願いを実現するよう、是非

先輩方もお力をお貸しください。 

 高市女は、明るく伸び伸びした生徒でいっ

ぱいの、どこの学校にも負けない、とても素

晴らしい学校です。私たちの中には、経大

附属になるからと思って入学してきた人も

いますが、今では皆この高市女が大好きで

す。こんなによい学校が廃校になるなんて

悲しくてくやしくてしかたありません。高市女

のよさをもっと伸ばしていく方法は他にもい

くらでもあったはずです。 

  先輩方は高市女の最後の卒業生です。高

市女という名前はなくなってしまうかも知れ

ませんが、間違いなく先輩方の母校はここ

です。私たち在校生も大好きな高市女の生

徒であったことを誇りに思い続けていきま

す。先輩方も、これからもずっとほこりに思

い忘れないで下さい。新しい生活の中で、

たくさんの困難に出会うと思いますが、そん

な時に高市女で過ごした日々を思い出して

下さい。私たちはこれから新しい高校の生

徒となり、高市女に負けないような素晴らし

い学校を、私たちの手で創っていきます。

高市女はなくなったりしません。名前は変

わっても続いていきます。私たちは高市女

のことをずっと忘れません。 

  卒業生の皆さん、生意気なことを言って申

し訳ございませんが、卒業後も御自分の持

っている個性を十分に活かし、そして、物事 

 を正しく見極める力を持ち、間違いを間違い 

だと言える人間にきっとなって下さい。 

最後に、卒業する皆さんのご健康と、ま

すますの御活躍をお祈りし、送辞とさせて 

いただきます。 

  平成六年三月一日 

在校生代表    飯塚 絵美 

 

 出席していた市当局のお歴々は方針の 
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間違っていることを認めないまま「本当

に素晴しい学校になることを喜んでいま

す」と言ってのけました。二校推進派の、

というより、市議会議員として最初から

高市女廃校を誰よりも推進していた同窓

会長は、同窓会入会式の挨拶で「私は市

長さんの『最大限努力する』という言葉

を信じてみなさんの転学を願ってきまし

た。表ばかりの運動だけが運動ではあり

ません。みなさんの転学を私は水面下で

運動してきました。…私のしてきたこと

は羞じるところはありません。…」なん

と白々しいことか。更に「困ったことが

あったら何でも相談に来てください」と

までいったそうです。 

三年生の生徒会長は「高市女で過ごし

た三年間に悔いはありませんが、今は、

まだ市女生でいたい、そんな気持で一杯

です。高市女最後の卒業式ということで、

より一層さびしさがこみ上げてきます。

高市女は素晴らしい高校です。寛大で、

伸びやかで、明るくて、私たちはこの学

校が大好きです。…そして高市女は期待

以上にすばらしい学校でした。」 

彼女は廃校・転学問題を回顧する中で

保護者や教師たち、市民の支援に感謝し、

「皆さん、私たちは今、未来に向かって

出発します。このように多くの方々に祝

福されて私たちは幸せ者です。出来るも

のなら永遠にこのままでいたいのですが、

とうとうお別れの時間が来てしまいまし

た。さようなら」と結んでいます。 

 ちょっと立ち回りのあまり上手くなか 

った校長がこの答辞を聞いているときに

はソワソワして何度もポケットに手を突

っ込んでいました。後で聞いたらハンカ

チを探すのだけれど入れるのを忘れたら

しく涙がふけなかったといっていました。  

私は記録係で、ビデオカメラを持って

撮影していましたが、生徒も保護者もみ

んな泣いていて、私も写しながら泣けて 

しまうのでカメラが揺れるのを押さえる 

のに苦労しました。 

大変感動的な卒業式でしたが、生徒た

ちがしっかり自分たちの意見が言える機

会になりました。これを聞いていた某市

会議員が式後校長室に行って「あの送辞

の原稿を出してください。誰かが指導し

たんでしょう。そうじゃなければ書ける

わけがない」と。校長は「出した」と報

告しました。この指導をしたのは学年主

任の国語の先生でしたが、「確かに字句

の間違いは指摘したよ。だけど中身につ

いてはいっさい言ってないよ」といいま

して、最終的にはその市会議員も納得し

て問題ないと返してきました。大人が聞

くと高校生がここまで書けるのか、こん

なことまで言うのかと思うらしいのです。 

平野：彼女たちのそれだけの経験をいた 

ということなのでしょうね。 

倉林：言えるだけのことを彼女たちがし

てきたということだろうと思います。 

生徒については以上ですが、6 人の先生

が県立高校へ 6 人が市の関係へ異動させ

るという問題が残りました。 
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5.民主主義が育て、民主主義が育った 

 

平野：これに関する倉林先生の問題は次

回伺うことにします。これからは質疑と

補足発言をいただきたいと思います。 

川崎さ

ん：この

経過を聞

いていて、

1993年の

「子ども

の権利条

約」の意

見表明権が今でもまだみなさんに知られ

ていなかったり、いろんな意味で子ども

たち自身にも育っていない感じがしてい

るのですが、あの時代に生徒たちが意見

を表明して闘いを行ったわけですよね。

こういう闘いをどんどんやらないと子ど

もの中に意見表明権は育たないし、定着

もしない。そういう意味で勇気ある素晴

らしい闘いであったと思います。 

倉林：その辺は生徒会のチーフだった大

山さんが見えていますので、お願いしま

す。 

大山さん：子どもの権利条約とどういう

ふうに結び付

けるのかは分

かりませんが、

実際に目の前

にこういう問

題が起こらな

いと大人も子

どもも真の怒りをきちんと相手に言わな

ければ、次の打開策が見えてこないとい

うことではないかと思います。まさに 12

年前のことはその良い例だと思います。

生徒会役員というのは行事係、縁の下の

力持ち的存在ですから、派手な部分もあ

りますが、あの闘いの 1 年間は彼女たち

にとっては非常に濃い一年間だったでし

ょうね。もしかしたら一生に残る一年間

といえると思います。倉林さんに考えて

いるだけではダメだといわれても中々決

断が下せなかったのが、事態の推移の中

で自然に身体が動いていき、本質が見え

てきたということではないかと思います。

私自身、この一年間は同じように戸惑い

ながらずっと来てしまい、最後に県立高

校へ異動させられました。私はこうなる

ことをある程度予測していたという大人

のずるさみたいなことを否定し切れませ

んが、彼女たちは余りそういうところが

ないですから、自分たちの考えを素直に

だし、行動していったのです。それにし

ても、学校文化とでも言うのでしょうか、

学校の持っている様々な雰囲気・臭い、

様々なものを含めて学校文化を考えたと

きに、学校を作ろうとする人はえらいと

思うし、作りたい人は勝手に作ればいい

とも思うのですが、既成の学校にずかず

か入ってきて、いろいろな犠牲を強いて

作り変える必要はあるのだろうかと疑問

に思いますね。10 年経って、振返ってみ

て、（附属は）当初の目的とは違って、所

謂世間並みの高校に戻っている感じがし
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ています。あの改革案の理想主義はなん

だったのか、改革案自体に無理があった

と考えざるを得ません。 

松本さん：同窓会の話が出たので付け加

えますが、同窓会長というのは終始一貫

して高市女廃校＝附属校作りで市議会の

中心メンバーとしてリーダーシップとっ

て活躍した人なのです。同窓会長自身が

母校の高市女を廃校にするというのです

から信じられないかもしれませんが。 

 転学問題が出たときに、同窓会有志が 

動いて係職員と一緒になって署名運動に

取り組んでくれました。夏休みにやった

のですが、同窓生名簿で一万数千名いる

でしょうか、署名簿を発送し、8 千筆く

らい集まりました。同窓会長や幹部たち

は勿論何もしなかったばかりでなく、高

市女は廃校なのに、どういうわけか同窓

会は附属校に継続されるとまことしやか

に吹聴しているという噂がたちました。

同窓会の幹部たちは酷いことをやってい

たのです。 

小川さん：秋葉原

で凄い事件が起

きましたが、私も

子どもを持つ親

として非常にシ

ョックを受けま

した。倉林先生の話と関連して特に思う

ことは、犯人の加藤青年が事件の背景と

して本人が語っていることによると、小

学校時代は作文や絵は親が書いて教師か

ら優秀な成績であるという評価を受けて、

中学校では親が指導しきれなくなったの

で成績は振るわなくなったが、青森高校

へ入って成績が急降下して負組となって

苦しんだという話です。そこから何を考

えたかというと、教育システムや教師は

当てにならないかもしれないという非常

な不安、親が書いたものくらい簡単に見

破れるじゃないか、教師は何をやってい

るんだという心配です。全部の先生がそ

うだとは言いませんがね。もう一つは、

「子どもの権利条約」に絡みますが、倉

林先生の「また先生にやられちゃった」

というお話がありましたが、子どもが自

分で考えて自分で動いて、意見を述べて、

それを大人がサポートしリードして高め

ていくが、あくまで主体は子どもである

というのが基本だと思います。たとえそ

の子どもの発達、成長段階がどんなに幼

いものであっても、それは本人の課題な

んだから大人が本人の代わりをしてしま

ったらダメなわけですよ。ましてや高校

生段階では教師がリーダーシップを

取っては致命的なダメージを与えか

ねない。それが生徒の厳しい 

評価につながっているのだと思いま

した。  

それから、3 年間病休を取ったので

気持も変わり、悟りも開けて（笑）生徒

の側に立ち続ける決心がついたという話

がありました。ある人がこんなことを言

っています。大人になるとはものがちゃ

んと見えて、目に見えないもの、昔の人

は見えないものを神様といったんだけれ
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ども、抽象的なものまで見えるようにな

ることだといっています。こういう力は

どうすれば身につくのかという質問に答

えて、方法は三つあるというのです。一

つは大病して死にそうになること。人間

は死にそうになるとたいてい悟りを開く。

もう一つは刑務所に入ること。刑務所で

人間扱いされないからその経験からかな

りクリアに物事が見えるようになるそう

です。三つ目は倒産して夜逃げをするこ

と。（笑）社会的信用がゼロになって相手

にされなくなると初めて社会の仕組や人

間の気持の裏表が見えてくるというので

す。私はまさにそうだと思います。加藤

君というのはそれにぶつかったわけです

よ。それを両親を含めた周りの大人が彼

の言いたいことを聞いてあげたのか。誰

も聞いてやれないから孤独だ、不安だ、

復讐だ、刺せと一直線にいっちゃった悲

劇。これは非常に示唆的な事件だと思う

のです。教育システムの常にもっている

弱点というか無力さのようなものを感じ

ます。だから、いろんな形でサポートす

る努力が大切だとつくづく感じました。 

針谷さん：今、倉林さんの話を聞いていて、 

焦点を教育

改革に絞っ

て発言をし

ます。 

群馬県の高

校教育改革

というものを振返ってみると、市立高校

においては高崎市女の高経大附属問題、

前橋市立の場合は中等教育構想が男女共

学という問題で収まり、伊勢崎の場合は

中等教育学校「四葉学園」という形で進

行しています。そういう中で、答辞の中

で生徒の述べていることは非常に核心を

ついていると思います。高校教育改革を

進める側の人たちの目標は、簡単に言え

ば大学進学率の高い学校を作りたいとい

うところに収斂してしまうようです。だ

けど、現実にそこで学ぶ生徒たちが言っ

ていること、高市女の教育の中身、また

その中での交友関係、諸活動の中で人間

として成長していく姿は学校を統・廃合

していこうとしている人たちの思惑とは

全く違うところで進んでいることを示し

ている。だから、いま、70 弱の公立高校

があって、それぞれの先生たちが生徒た

ちと一緒になって一つの学校を作ってい

くときに、その理念なり何なりに大学進

学とか資格取得とかのモノカルチャーを

目指すのではなく、もっと豊かなものに

思いを馳せる必要があるんじゃないか。

高経大附高となって廃校にはならなかっ

たが、実質的には高市女の築き上げてき

た伝統はいまの高経大附高に引き継がれ

ているようには思えない。あの時点では

転学という形で収まったことを評価する

にはやぶさかではないのですが、全体の

高校教育改革を考える場合には現場で働

いている先生方が自由闊達に議論しなが

ら、生徒たちの意見をどのように入れて

いくのかというところのダイナミックな

展望がないとダメではないかという思い
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を禁じえません。今の高校教育は普通高

校にあっては大学合格という一つの価値

基準にしか光が当てられていないように

見受けられますが、それをどのように切

り崩していくのか、どうすれば切り開い

ていけるのかを当事者の生徒と保護者と

教師が市民とともに考えていくことが大

切ということを今日の話から再確認しま

した。 

萩原さん：私は大山さんの言った学校文

化に関して、

高市女の持つ

学校文化はど

うであったか

を問う必要が

あるのではな

いかと思いま

した。倉林さ

んの「学級通信」を読むと、事実が事実

としてきちんと語られている。このよう

な学級通信は当時の高市女では特異な存

在だったのかあるいは、事実は事実とし

て書くのは当たり前だと認識されていた

のでしょうか。大山さんが生徒会を、転

学問題を自分たちの問題として捉えるよ

う指導されたことや清水さんが送辞の内

容には触れずに字句の間違いだけを指導

するような姿勢を学校文化と呼べるかど

うかは分かりませんが、事実を事実に基

づき指導した。こういう学校文化をつく

ってきたわけですから、高市女で消えた

とか高経大附属で消えたとかいう問題で

はなくて、伏流して、必ずどこかで顔を

出すときが来るように思います。という

のは、答辞も送辞もその持つ意味の新鮮

さは今でも生きているし、訴える力を持

っているし、人々を動かす力を持ってい

る。また、そういう文化を遺すことので

きた生徒と保護者と教師が共同して発揮

した力はずっと生き続けると思うのです。 

そういう意味で、倉林さんの出し続け

た「デリシャスカンパニー」がどういう

役割を果たしたのか伺いたいと思います。 

倉林：当初の私のネライは大泉や松井田 

で学んだことを生かしながら登場する生

徒の思いが素直に表現でき、しかも「ま

た先生にやられた」といわれないように、

生徒が自分たちで判断して自分たちで動

けるように育つことを目指して、彼らの

意思をそっくり紙面に出せるような学級

通信を、ということを考えながらやって

来ました。しかし、次から次へ予期しな

いいろいろなことが起こったので、大山

さんが言うように、生徒自身が自分たち

の気持を表現したり自分たちで動かなけ

ればならない事態になったのです。その

ときに、私は生徒は間違っていない、先

生も同じ気持だし、だから、みんなに知

らせたいし、保護者にも知ってもらいた

いし、という知らせる役割を感じながら

発行しようと思いました。世間の新聞と

は違いますから、同時にクラスの生徒た

ちが何に感動し、何に悩みというような

こともお互いに交流しあえる役割も果た

せるよう編集したつもりです。後半にな

るとだんだん忙しくなるので字も乱暴に
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なってくるし、新聞記事を多用するよう

になり、十分に役割を発揮できないよう

にもなってくるのですが、基本的には生

徒の姿が見えるようにしたいと思いまし

た。そんなに過激だとは思わないのです

が、ただこの時期に出し続けた人はそん

なに多くはなかったと思います。ですか

らこの通信が他のクラスの先生にも利用

されていたことはありました。 

針谷さん：学校当局からこの通信に圧力

がかかるようなことはなかったのですか。 

倉林：それはないし、逆に、職員会議では

校長に対してもっと情報を生徒に知らせ

るべきであると言う意見が数多く出され

ていました。 

松本さん：要するに職場が民主的だから

誰もが自分の意

見が言えるし、そ

れを管理職が力

づくで抑えるよ

うなことはしな

かったというこ

とだと思います。

組合員が8割以上

いましたから、民

主的な職場になりますよね。私はＰＴＡ

の係りをしていましたが、保護者が学校

内でも署名活動をするので、校長が「松

本さん、何とかならないかね」と言って

はきますが、無理に抑えるようなことは

しませんでした。生徒のためなら議論は

保障されるのが当たり前の職場でした。

当時はそのくらいの良識を管理職も持ち

合わせていたのです。多かれ少なかれど

こでもそうだったんじゃないですか。 

田口さん：後から考えると、この改革は高

市女の集団を

解体する側面

が非常に強か

ったと思えま

す。実際、私

はいろいろな

学校を回りま

したが、学校

の企画委員長が分会長で、職員が主体的

に動いている学校は余りないし、向こう

側からすれば迷惑千万の存在だったので

はないでしょうか。高市女は教職員が自

由で伸び伸びしているから生徒の自由や

伸びやかさが出てくると思うのです。高

市女の職員集団があったからあの生徒た

ちのパワーが出たと思うんです。 

この年は私は転勤していなかったので

すが、敵は上手い具合に崩したなと思い

ました。最初に出てきたのは男女共学で、

それには私は賛成でしたから乗っていっ

たし、男女共学のどういう学校にしたら

良いのかというので、埼玉県の伊奈総合

学園高校の話を聞くとそういうのもいい

かなと思ったし、いろいろな改革に私な

りに夢を馳せた部分もあったのです。実

際には国鉄がＪＲになったみたいに、高

経大附属案が出てきて、結局職員集団が

解体させられていった。後で考えると、

生徒を犠牲にして上手く立ち回られたと

いう感が強くします。 



 

 31 

松本さん：それは運動の中でも出てきま

した。ＰＴＡが要請行動に行くと、「あ

れは、先生方には気の毒だけれど高市女

は日教組
、、、

が多いから、それを追い出すた

めにやるんだ。みなさんには気の毒で申

し訳ない」とはっきり言った市議会議員

がいたのです。組合員が多すぎるといっ

た別の議員もいましたし、市長も似たよ

うな発言をしていますね。また、別スジ

から私を思ってのことですが、自重を促

すような電話が入ったこともあります。 

塚越さん：いま、当時から高経大附属に残 

っている教員は

3 名になってし

まいました。上岡

校長が理想的な

教育理念―制服

の自由とか自主

自立・自学自習・

自治を育てる―

を掲げましたが、本当にそれが実施され

ていったらいいなとは思ったのです。実

際は、附属を動かす主要メンバーが高市

女みたいな「伸び伸び」になっては困る

し、制服はきちんとしなければ外で見か

けたときにだらしない格好になってしま

う。何よりも高高・高女と競争できるく

らいの国公立の進学実績を上げることが

生徒のためになり保護者の願いに応える

ことであるといって方向を切り替えたの

です。そういう中で、どこの学校もそう

なってきているのだとは思うのですが、

だんだんものが言えなくなって行きまし

た。職員会議でも、もう決まっているこ

となんだからというので承認だけが求め

られるようになりました。上意下達がま

かり通るというのですかね。 

若い人たちがすごく張り切っています

ね。それはすごくいいとは思うのですが、

目標が進学率を上げることで、数字で出

てきますからそれに生きがいを感じて頑

張るようです。年がら年中、優秀な若い

人たちが常に常に模試に向けてどう対策

を採るかとか、勉強対策でシートをいっ

ぱい作って、集め、スクラップする作業

とか目標を何点超えたかとかに一喜一憂

して嬉々として取り組んでいるのです。

そういうことに驚きながら附属で教員生

活をしています。 

川崎さん：いま、附属では校則はできてい

ますか。 

塚越さん：校則は一時なくなったのです

が、注意事項がいっぱい出てきて「生徒

心得」になっていると思います。 

川崎さん：それは生徒の意見を聞かずに

先生方が作ったのですね。 

Ａさん：そうだと思います。 

平野：時間がオーバーしていまい、事務所

から催促の電話が来てしまいました。会

場の都合もありますので、次回にお伺す

ることにして、今日はこの辺で終りにし

たいと思います。 

（文責：橋本） 
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〔付〕答辞全文 

 本日は、私たちのためにこのような盛大な

卒業式を挙行していただき、誠にありがとう

ございました。 

 高市女で過ごした三年間に悔いはありま

せんが、今は、まだ市女生でいたい、そん

な気持で一杯です。高市女最後の卒業式と

いうことで、より一層さびしさがこみあげてき

ます。 

  高市女は素晴らしい学校です。寛大で、

伸びやかで、明るくて、私たちはこの学校が

大好きです。中学時代、ある者は自分の希

望する進路の実現を目標に、またある者は

部活に青春をかけるためにというように、そ

れぞれの目的を持ってこの高市女を志望し

ました。だれもが大きな希望を抱いて入学

してきました。そして高市女は期待以上に

素晴らしい学校でした。 

 今年は私たちにとって自分の将来を考え、

決定しなければならない年でした。いろいろ

な企業や学校について学び、悩んで、志望

し、準備をして受験するというプロセスの中

で、世間で言われている「いい」企業や「い

い」学校が必ずしもそうではないことに気づ

きました。高市女がなくなり、高経大附属高

校がつくられていくのと、私たちが将来につ

いて悩んだ時期が同じでしたので、そのよう

な感を強く持ったのかもしれません。私たち

は、企業や学校の特色についてずいぶん

考えました。入社・入学案内のパンフレット

などを見ていると何ともいえない複雑な気

持になりました。高市女で起こった定員割

れも、高市女の良さをもっとアピールすれば

解決できたのではないかと思いました。「何

も七十年の伝統のあるこの学校を廃校にし

て、別学校にしなくてもいいのに」というやり

きれない気持でいっぱいでした。 

 昨年六月、突然、高市女が廃校になり、

高経大附属高校が新設されることを知らさ

れました。しかも、在校生は高市女のまま

高経大附属高校と同校舎で二校併設にな

るということでした。何かがなくなるというの

はとても悲しいことです。しかも、大好きな

高市女がなくなるというのです。三年前、入

学当初に誰がこんな事態を想像したでしょ

う。 

 高校の三年間は、私たちがＯＧとして過ご

すこれからの人生と同じくらい重みのある

大切な時間です。ですから、当然、高校生

としてともに過ごした後輩たちのことを自分

たちのことのように感じています。私たち三

年生は当初高崎市立女子高等学校という

名前がなくなることにひどく怒りを感じました。

「高経大附属になる」と聞いて入ってきた後

輩に反発を感じました。しかし、時が経つに

従い、少なくとも共に学んだ後輩たちが三

学年そろった学校で学べるなら、高市女の

名前がなくなっても我慢しようという気持に

なっていきました。私たちは後輩が伸び伸

びできる環境を強く望みました。 

 不安と悔しさに満ちた長い日々が続きまし

た。その間、先生方やＰＴＡの方々、街頭で

通り掛かりの市民の方々が私たちのために

署名をしてくださったり、デモの協力してくだ

さったりして、現高市女一、二年生を転学へ

と導いてくださいました。先生方とＰＴＡ、生
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徒が一丸となってかずかずの運動に取り組

みました。こんなにまとまった力強い学校が、

他のどこに存在するのでしょうか。こんな素

晴らしい学校をどうして失わなければならな

いのでしょうか。 

 ブラウン管を通して自分たちのことを見、

新聞で自分たちのことが書かれている記事

を読み、どうしてこんなことになったのかと

涙が止まりませんでした。この一年で私た

ちはこの高市女をとても愛していることを再

確認しました。私たちはとても強い愛校心を

持っています。そしてこれからもずっと高市

女の卒業生であることを誇りにして生きて

いこうと決意しました。 

 今、高市女での三年間の様々な思い出が

浮かんできます。高市女を目指して受験勉

強に励んだ日々、それまでの人生で一番緊

張したとも言える入学試験、そんなつらさも

苦しさも合格発表で一気に吹き飛びました。

毎日夜遅くまで準備に追われた菱華祭、力

を合わせて折った鶴で作ったスローガンの

「大胆素敵」の文字、当時生徒会長だった

私は、前日や本番直前まで不安でいっぱい

でした。でも大成功の菱華祭となったのは

やはり高市女の素晴らしさだと感じました。

言葉にならないほどの多くの思い出がこの

校舎に詰まっています。いつも先生方や先

輩・後輩、皆に囲まれて幸せでした。 

 先生方、私たちは先生方がしてくださった

授業やお話の中から数多くのことを学びま

した。いつも私たちに一人の人間として接し

てくださったことに感謝いたします。各準備

室では、教科の質問を受け付けてくださる

他に、ご自身の経験をお話になってくださっ

たり、相談にのってくださったり、高市女は

いつも先生と生徒の話し声や笑い声で満ち

あふれていました。私たちの母校の名は今

年度でなくなってしまいます。何か心の故郷

を失ってしまうように思われ残念でしかたが

ありませんが、この校舎は残るでしょう。校

名が変わっても、この校舎の中に一、二年

生とともに先生方もお残りになり、卒業後私

たちが訪れた時には今までと同じようにあ

たたかく迎えてください。 

 次に、在校生の皆さん、高市女は何らか

の形でずっとずっとこれからも私たちをやさ

しく包んでくれると思います。私たちの高市

女の心を大切にしていきましょう。また、本

当に「未来にはばたく学校」を皆さんの手で

創ってください。 

 保護者の皆さん、私たちは高市女に入学で

きて本当によかったです。ずっとあたたかく

見守っていてくれてありがとうございました。 

 皆さん、私たちは今、未来に向かって出発

します。このように多くの方々に祝福されて

私たちは本当に幸せ者です。できるものな

ら永遠にこのままでいたいのですが、とうと

うお別れの時間が来てしまいました。 

さようなら。 

 最後に、皆様の御多幸と御健勝を心から

お祈り申し上げ答辞といたします。 

平成六年三月一日 

高崎市立女子高等学校 

第四六回卒業生代表  豊田 直子 


